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菊陽町マスコットキャラクター
「キャロッピー」



菊陽町の概要

人口 43,337人(令和２年国勢調査) 町村別県内1位

面積 37.46km2

沿革

1955（昭和３０）年４月

1969（昭和４４）年１月

2015（平成２７）年

2019（平成３１）年

2025（令和７）年

姉妹都市 鹿児島県屋久島町（1994（平成６）年盟約）

友好交流都市 台湾新竹県宝山郷（2023（令和５）年締結）

特産品 にんじん（国の指定産地）

スイートコーン（作付け面積県内1位）

菊池郡津田村、原水村、上益城郡
白水村の３村が合併して「菊陽村」が誕生

町制施行により「菊陽町」へ

合併６０周年

町制施行５０周年

合併７０周年
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【転用禁止】

県内45市町村中40番目の大きさ



菊陽町人口推移

熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN
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人口 世帯数
出典：国勢調査
令和7年はR7.12.31現在の
住民基本台帳（43,942人）

県営武蔵ヶ丘団地を含む武蔵ヶ丘
ニュータウンの整備により、２万人
突破

菊陽第一土地区画整理事業 事業完了
（S60～H17）

武蔵ヶ丘東ニュータウン（光の森）
土地区画整理事業 事業完了（H7～H19）

菊陽第二土地区画整理事業 事業完了
（H7～R3）
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合併当初は約1万2千人、住宅地の整備により右肩上がりに人口が増加し、2015（平成２７）年に
人口4万人を突破、最近は横ばい



上水道普及率99.5％、下水道普及率97.8％、道路改良率79.0％、道路舗装率95.8％（令和4年度）
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人口の増加要因
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菊陽第一土地区画整理事業
1985（昭和60～平成17）年

町施行、93.2ha

第１種中高層住居専用地域、第２
種中高層住居専用地域、第１種住
居地域

菊陽第二土地区画整理事業
1995（平成7～令和3）年

町施行、93.1ha

工業地域

武蔵ヶ丘東ニュータウン土地
区画整理事業
1995（平成7～平成19）年

熊本県住宅供給公社施行、96.8ha

第１種低層住居専用地域、第２種中
高層住居専用地域、準住居地域、近
隣商業地域

熊本都市計画区域への編入（1971（昭和４６）年）以降、土地区画整理、道路ネットワークや公共下水道
などの公共インフラを積極的に整備してきたことが、企業進出を促し人口の増加につながった

【転用禁止】



令和６年度決算 財政力指数0.9５ ⇒ 令和7年度から地方交付税の不交付団体となった

熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

菊陽町の財政
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熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

町税の推移

0

20

40

60

80

100

120

140

160 町税の推移（単位：億円） ※令和7、８年度は当初予算額、他の年度は決算額
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企業進出に伴い税収は増加傾向にあるが、半導体関連企業をはじめとする企業の大型設備投資が進
んだことにより固定資産税（償却資産）が大きく上昇している。

ソニーの進出

ソニーの2号棟建設
富士フイルムの進出

JASMの進出

JASM本格稼働



◆用地取得補助金

工場等用地の取得価格の２５％に
相当する額を交付

（限度額２億円）

◆施設整備補助金

土地を除く固定資産税額の25％に
相当する額を交付

（限度額1億円を3カ年交付）

◆雇用促進補助金

町内居住の新規雇用者1名あたり
30万円を交付

（限度額3千万円）

◆固定資産税の不均一課税

投資に係る固定資産税が課税されて
以降3カ年に限り、税率を25％軽減

（税率1.4％→税率1.05％）

★５G促進法に規定する経済産業大臣
が認定した特定半導体生産施設整備等
計画に基づき整備した資産については、
税率を５０％軽減

（税率1.4％→税率0.7％）

JASM第二工場が初適用見込み

※上記措置には地方交付税による減収

補填制度があるが、本町は補填なし

熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

企業誘致に関する優遇措置
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熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

菊陽町の誘致企業

• 県により第二テクノパーク（現 セミコンテクノパーク)が開発(1992年（平成4）～)され、
ソニーセミコンダクタ九州（現 ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング）が進出

• セミコンテクノパークの近隣地に原水工業団地を開発(2005年（平成17）～)

• 原水工業団地が完売したため、第二原水工業団地を開発(2018年（平成30）～)
→ソニーの更なる投資を期待し整備を進めていたが、結果としてTSMC（JASM）の進出を呼び込
むこととなった

そのほかにも
富士フイルム九州（現 富士フイルムマテリアルマニュファクチャリング)、重光産業(熊本ラーメンの老
舗)など多くの企業が立地

2001年（平成13.10）
ソニーセミコンダクタ九州操業開始
（現 ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング）

2006年（平成18.10）
富士フイルム九州操業開始

（現 富士フイルムマテリアルマニュファクチャリング）
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【転用禁止】



熊本県
総合運動公園

富士フイルムマテリアル
マニュファクチャリング

三里木駅

光の森駅

原水駅

菊陽町役場

菊陽杉並木公園

ゆめタウン光の森

菊陽町航空写真（町全体）

JASM第1工場

JASM第2工場
（建築中）

ソニーセミコンダクタ
マニュファクチャリング

（仮称）第三原水
工業団地予定地
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■総面積：37.46ｋ㎡
（東西11.8㎞ 南北9.4㎞）

■交通
ＪＲ豊肥本線（光の森駅、三里木駅、原水駅）
阿蘇くまもと空港
国道57号（菊陽バイパス）
九州縦貫自動車道 熊本IC

【転用禁止】

平地が多い地形、圃場整備された農地と市街地がバランスよく
配置され、交通の便にも恵まれている



菊陽町

合志市

大津町

行政境界

JASM第1工場

JASM第2工場
(建設中)

(仮称)第三原水
工業団地予定地

ソニーセミコンダクタ
マニュファクチャリング

東京エレクトロン九州
県立技術短期大学

行政境界

国立病院機構
菊池病院

…セミコンテクノパーク（熊本県）

…原水工業団地（町）

…第二原水工業団地（町）

熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

セミコンテクノパーク・原水工業団地
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【転用禁止】
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熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

第二原水工業団地整備等の進捗①（JASM設立まで）

■2017（平成29）年度～2018（平成30）年度

工業団地適地調査等実施（箇所の選定・基本計画策定）

■2017（平成29）年度

農産計画（旧農工計画）策定開始→2019（令和元）年6月策定

■2018（平成30）年度～

第二原水工業団地整備事業開始（2018年11月地権者説明会）

［以降、用地取得、測量、設計、地質調査、関係機関協議、都市計画法及び農地法に基づく手続き等を実施]

■2021（令和3）年7月27日

開発許可、農地転用手続き完了

■2021（令和3）年9月

造成工事開始

■2021（令和3）年11月

ソニーグループから、TSMCとの合弁会社での投資で進めたいとの申出 → 町・県ともに了承

■2021（令和3）年12月

JASM設立（TSMCとソニーグループの出資により設立、R4.2.15デンソー出資決定）
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熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

第二原水工業団地整備等の進捗②（建築開始から量産開始まで）

■2022（令和4）年4月19日

JASM・菊陽町の立地協定を熊本県立会のもと、締結（3者協定）

■2022（令和4）年4月21日

Fab棟（工場棟）、CUP棟工事の建築工事着手（4/13建築確認済証取得）

■２０２２（令和4）年8月

Office棟（事務棟）の建築工事着手→2023（令和5）年8月一部使用開始（1階～4階）

■2023（令和５）年10月

生産設備の搬入開始

■2023（令和5）年12月

Fab棟（工場棟）、CUP棟工事完了（※CUP棟：動力である電力、水などを制御・管理する建物）

■2024（令和6）年2月24日

JASM第１工場開所式

■2024（令和6）年12月

量産開始

【建築概要】※数字は全て「約」、CRは「クリーンルーム」

工場棟：地上4階・高さ36m・建築面積42,000㎡・延床面積195,000㎡・CR45,000㎡（日経報道）

オフィス棟：地上8階・高さ50m・延床47,000㎡

12



70.2%
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3.9%

【台湾全域図】

熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

TSMC （Taiwan Semiconductor Manufacturing Company, Ltd.）

■ 本拠地 ： 台湾新竹市 （ 新竹サイエンスパーク内 ）

■ 創業者 ： モリス・チャン（1987年創業）※2018年引退

■ 会長：C・C・ウェイ

■ 従業員 ： 約 6万5千人 （2021年末現在）

■ 売上高 ： ２兆8943億台湾ドル（202４年通期決算）

■ 純利益 ： １兆1732億台湾ドル （202４年通期決算）

■ 主要顧客 ： Apple、 NVIDIA 、AMD、Qualcomm、 ほか

■ ファウンドリー売上世界シェア ： 70.2％ （202５年第２四半期）

■ 時価総額 ： 約１５４兆円（202５年９月、世界1１位）

※ トヨタ自動車（約４６兆円）
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新竹

＜台湾の市場調査会社トレンドフォース調べ＞

【202５年第２四半期：ファウンドリー売上シェア】

その他

【転用禁止】

※ファウンドリーとは、顧客が設計開発した
半導体の製造を請け負う事業者のこと
TSMCはファウンドリーの世界最大手企業

※１台湾ドル＝4.87円



熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

JASM （Japan Advanced Semiconductor Manufacturing , Ltd. ）
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【概要】

代表取締役会長 廖永豪氏（リョウ ヨンハオ氏（ワイエイチ リャオ氏））・取締役社長 堀田祐一氏

株主構成：TSMC、ソニーグループ、デンソー、トヨタ（※ソニーグループ、デンソー、トヨタは少数株主）

【経緯】

2021(令和３)年１１月 TSMC第１工場が、菊陽町立地決定（同年12月 JASM設立）

2022(令和4)年4月 JASM・熊本県・菊陽町で、立地協定締結、建築工事着工

2023(令和5)年12月 第１工場 建築工事完了

2024(令和6)年4月 第２工場 菊陽町立地公表（4/6の岸田首相(当時）JASM視察の際にCCウェイ現TSMC会長が発表）

2024(令和6)年６月 第２工場 造成工事開始

2025（令和７）年10月 JASM・熊本県・菊陽町で、第2工場立地協定締結、建築工事着工

【投資額】

●投資総額：225億米ドル（１ドル１５０円＝約３兆３,０００億円）→ 国が基金により最大1兆2,080億円支援

第１工場：86億米ドル、第２工場：139億米ドル

【第１工場・第２工場】

製造製品：ロジック半導体（6/7nm・12/16nm・22/28nm・40nm） ※nmはナノメートル、1メートルの10億分の１

→日本で最先端の半導体が、菊陽町で生産されることになる（現在の国内最先端半導体は、40nm）

従業員数：3,400人（第１工場1,700人・第２工場1,700人）（うちTSMCからの赴任者は500～600人）

月間生産能力：３００ミリウェハー 118,000枚（４０nm含む）

※ロジック半導体とは電子機器の「頭脳」の役割を担う半導体で様々な電子機器の動作を制御する重要な部品

【転用禁止】



熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

JASM （Japan Advanced Semiconductor Manufacturing , Ltd. ）
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【転用禁止】

Fab棟（工場棟）

CUP棟

Office棟

開発面積：約２１万㎡
操業開始：２０２４年１２月
就業予定：約１７００人
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JASM立地の理由・対応

JASM立地の理由

JASM立地に向けた町の対応

JASM及びソニーとの密なコミュニケーション

求めるスピード感への対応

オーダーに沿った対応

町・県と一丸となった対応

「第二原水工業団地」の整備に着手していたこと

「ソニー」が隣接地に立地していること（県内における半導体関連企業の集積）

半導体の製造に必要な水（地下水）が豊富なこと

国からの支援（補助金）を受けられること
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熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN

JASM立地の理由・対応

期待されること（メリット） 不安視されること（デメリット）

・人口の増加

・雇用の創出

・固定資産税等の税収の増加

・地域経済の活性化

（10年間で約11兆円との試算）

・更なる産業の集積

・交通渋滞の発生・拡大

・労働者の不足

・地下水への影響

・住宅地の不足

・外国人との文化の違い

・地域の外国語対応

➣TSMC(JASM)進出に伴い、様々な変化が発生することが予想される。

TSMC進出に伴う期待（メリット）の最大化と不安（デメリット）の最小化を図り、

産業と生活を両立させていく必要がある。

各種計画の改訂、インフラ整備、地下水涵養の推進、多文化共生の推進
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〇名称
半導体産業企業誘致推進本部
半導体産業企業誘致推進プロジェクトチーム

〇趣旨・目的
第二原水工業団地におけるＪＡＳＭ工場建設事業を全庁的
に連携して支援すること、併せて事業に関連する必要な施
策を総合的且つ迅速に実行するため、推進本部及びプロ
ジェクトチームを設置する。

〇役割
【推進本部】
・ＰＴで検討した施策について、担当課も含めて、実施の
判断、意思決定する。
・必要な情報を共有する。

【プロジェクトチーム】
・状況、課題、情報を共有し、必要な施策を検討する。
・必要な施策における担当部署、関連部署の選定を行い、

迅速に対応するための作業部会（ワーキンググルー
プ）の設置を判断する。

［作業部会（ワーキンググループ）］
・関係部課長及び係長で構成のうえ、課題、対策、など、個別のテーマ
を定め、迅速に議論を行い、その結果を、プロジェクトチームの成果
に反映させる。

菊陽町半導体産業企業誘致推進本部

【構成】
本部長：町長
副本部長：副町長・教育長
メンバー：総務部長、住民生活部長、健康保険部長、

都市整備部長、会計管理者、教育部長、
産業振興部長、（事務局：商工振興課）

菊陽町半導体産業企業誘致推進プロジェクトチーム

【構成】
リーダー：副町長
副リーダー：産業振興部長
メンバー：総務部長、住民生活部長、健康保険部長、

都市整備部長、会計管理者、教育部長、
関係課長（事務局：商工振興課）

２．組織構成イメージ

W.G
作業部会

W.G
作業部会

W.G
作業部会

１．概要

ＪＡＳＭ工場建設に係る庁内施策推進組織

熊本県菊陽町 KIKUYO TOWN 18
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内閣府HPより抜粋
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広報きくよう 2024（令和6）年６月号掲載
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広報きくよう 2024（令和6）年9月号掲載
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町ホームページに多言語生活ガイドブックと外国人相談
窓口のバナーを掲載
・多言語生活ガイドブックは、日本語、中国語（繁体字）、
中国語（簡体字）、英語の4言語
・外国人相談窓口には、英語、中国語対応の職員を配置、
その他の言語は、3者間通訳サービスやタブレット端末
を使用し対応

広報きくよう 2023（令和5）年5月号掲載
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※新たな町のスローガンを作成
・背景は町特産のにんじんをイメージ
・農商工のバランスの取れた発展（上向きの矢印で表現）


